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旭
日
双
光
章

　
　

岡お
か

田だ　

平
た
い
ら

氏（
谷
口
）
元
伊
奈
町
議
会
議
員　

74
歳

　

岡
田
氏
は
、
昭
和
42
年
か
ら
平
成

11
年
ま
で
の
間
７
期
28
年
の
長
期
に

わ
た
り
、
旧
伊
奈
村
議
員
・
町
議
員

を
在
職
し
、
村
・
町
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
通
算
21
年
に

わ
た
っ
て
農
業
委
員
を
務
め
、
農
業

の
発
展
に
多
大
な
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

●
受
章
者
の
声

　
「
人
生
の
大
半
を
地
方
自
治
に
注
ぎ
込
ん
で
き
ま
し
た
。
自
分
を
支
え

て
く
れ
た
人
達
に
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
の
こ
と
を
評
価
し
て

い
た
だ
き
、
今
回
の
授
章
を
あ
り
が
た
く
お
受
け
い
た
し
ま
す
。」

春
の
叙
勲
受
章　

受
章
者
の
声　

　

旭
日
単
光
章

　
　

大お
お

橋は
し　

勘か
ん

二じ

氏（
小
張
）
現
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
綱
火
」

　
　

保
護
団
体
小
張
松
下
流
綱
火
保
存
会
家
元　

71
歳

　
　

　

大
橋
氏
は
、
小
張
松
下
流
綱
火
家

元
と
し
て
、
国
指
定
無
形
民
俗
文
化

財
の
保
護
・
伝
承
・
公
開
に
努
め
、

ま
た
、
地
元
の
小
学
校
と
協
力
し
、

子
供
綱
火
保
存
会
を
結
成
し
、
そ
の

後
継
者
の
育
成
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。

●
受
章
者
の
声

　
「
今
回
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
賞
を
い
た
だ
き
、
大
変
あ
り
が
た
く
恐

縮
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
更
に
精
進
し
、
祖
先
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き

た
綱
火
の
火
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、
皆
様
と
共
に
、
保
存
・
伝
承
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。」

　

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲　

受
賞
者
の
声

　

瑞
宝
双
光
章

　
　

野の

本も
と　

壽ひ
ろ

一か
ず

氏（
小
絹
）
元
東
京
消
防
庁
消
防
監　

65
歳

　

野
本
氏
は
、
昭
和
35
年
に
消
防
学

校
に
入
学
後
、
荒
川
消
防
署
、
葛
飾

区
本
田
消
防
署
、
滝
野
川
消
防
署
、

第
７
方
面
本
部
、
千
住
消
防
署
、
金

町
消
防
署
に
配
属
さ
れ
、
平
成
14
年

３
月
末
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
長
年

に
渡
っ
て
、
職
責
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

●
受
章
者
の
声

　
「
こ
れ
ま
で
は
消
防
活
動
と
防
災
業
務
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在

は
小
絹
自
治
会
の
役
員
と
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
培
っ
た
経

験
を
地
域
の
発
展
と
貢
献
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲　

受
章
者
の
声

　

瑞
宝
単
光
章

　
　

飯い
い

田だ　

春は
る

男お

氏（
山
王
新
田
）
元
東
京
消
防
庁
消
防
司
令
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

66
歳

　

飯
田
氏
は
、
昭
和
35
年
に
消
防
学

校
に
入
学
、
そ
の
後
本
田
消
防
署
、

深
川
消
防
署
、
本
郷
消
防
署
、
日
本

橋
消
防
署
、
本
所
消
防
署
、
滝
野
川

消
防
署
に
配
属
さ
れ
、
平
成
13
年
３

月
末
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
長
年
に

渡
っ
て
、職
責
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。

●
受
章
者
の
声

　
「
こ
の
度
の
受
章
は
、
驚
き
と
嬉
し
さ
が
一
緒
の
状
態
で
す
。
職
場
の

上
司
、
先
輩
、
同
僚
か
ら
消
防
の
心
と
人
間
性
を
ご
指
導
い
た
だ
き
、
今

の
自
分
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
健
康
で
あ
る
の
も
家
族
の
支
え
、
特

に
妻
の
心
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
人
と
の
絆
を

大
切
に
し
、
日
々
穏
や
か
に
楽
し
く
過
ご
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。」

市内の出来事
～ つくばみらいのわだい ～


